
日本大学薬学部

1．緒　言

　コンピュータで扱う情報に関する技術は，日々進化し呼び方も IT（Information Technology）から ICT
（Information and Communications Technology）へ変貌した。大学での情報教育においても当初の目標であ
ったWORDや EXCEL でレポートを作成することから電子メールによる通信やインターネットから有用な
学習情報を取得すること。さらには，PowerPoint を使ったプレゼンテーションによって自己表現を行うこ
とが重要視されるようになってきた。 
　薬学部では，2006 年度より施行された薬学教育 6年制に伴い，カリキュラムが大幅に改組され，4年制時
代の講義科目であった「情報学概論」に替わり 6年制では演習科目として「コンピュータリテラシー」が
設置された。演習科目になったことで時間数の制限が緩和され，これまでより講義時間を増やし内容の刷
新と充実が可能となった。ただし，学生に目的意識を明確にさせて ICTの技能を身につけさせるため，単
に与える課題を増やすだけではなく，薬学に関する課題について学生同士で討論する SGD（Small Group 
Discussion）を講義に取り入れた。また，講義最終日にグループの意見を集約させた PowerPoint スライド
による発表会を行わせることとした。なお，以上の内容を実現するには教員だけでは人手が不足するため，

小林宏司＊， 小林秀昭， 板垣　正， 三宅宗晴

＊E-mail: kobayashi.koji@nihon-u.ac.jp 投稿：2013年9月28日　　受理：2013年11月26日

薬学部における初年次の情報教育

研究ノート

　現代の大学において情報技術（IT）は不可避な存在となっており，大学での情報教育についても当初の目標
であった電子レポートの作成からインターネット等の通信技術を活用した学習情報の取得やプレゼンテーション
ソフトよる自己表現力の育成等（ICT）が重要視されるようになってきた。本報では，薬学部に設置された演習
科目「コンピュータリテラシー」の内容と講義の展開によって明らかになってきた問題点について報告する。
　「コンピュータリテラシー」では．ICTの技能を身につけさせるため，学生に対して単に例題を与えるだけで
はなく，目的意識を明確にさせる課題を与え，課題について学生同士で討論する SGD や議論して解を導く PBL
を取り入れ，講義最終日にはグループの意見を集約させた発表会を行っている。
　講義終了時に実施した学生へのアンケートからこの講義の本来の目的である ICTの技能を身につけさせるこ
とはおおむね達成されたようだが，講義に取り入れた SGDや PBLを用いての議論しながら課題に取り組む姿勢
を身につけさせることは不十分な結果に終わったようである。この背景には，ゆとり教育の弊害により問題の本
質に迫り関連する内容から解決方法を導く大学の講義に適応できない学生の増加が顕著であること。また，少子
化ならびに個人情報保護の影響で，他人とのコミュニケーションが成立しない，または他人と対話することに嫌
悪感をもつ学生が増加していることがある。

　キーワード：情報教育，ICT，LMS，SGD，PBL，コミュニケーション
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薬学研究科の大学院生をTA（Teaching Assistant）として採用した。設備においては，６年制に対応した
新たな講義・実習棟として薬学部 8号館が 2007 年 3 月に竣工し，薬学部内の教育用サーバー群および講義
室におけるインターネットへの接続環境が整備された。さらに，ICT教育に不可欠とされる eラーニングプ
ラットフォームMoodle（Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment）１）によるLMS（Learning 
Management System）が稼働した。
　その後，薬学部の修業年限変更に伴う薬学研究科博士前期課程の募集停止によりTAを請け負う大学院
生が激減したため，2011 年度より隣接する理工学研究科からTAを派遣して頂くこととなった。この事象
を受け，課題内容についても薬学に関するものから高校で学ぶ化学の内容に改め，これまでの SGDに加え
て新たに PBL（Problem Based Learning）を講義に取り入れた。なお，毎年度講義最終日に学生へのアン
ケート調査を行い翌年度の講義にフィードバックしている。本ノートでは PBLや SGDを取り入れた初年次
の情報教育を実施して見えてきた指導上の問題点について報告する。

２．対象および方法

Ⅰ．講義の概要
　薬学部のコンピュータリテラシーは，１年前期に設置された演習科目である。今年度の時間割においては，
月曜日の３限（１年Ｂクラス）と４限（１年Ａクラス）に設置され，2013 年 4 月 15 日に開講し期間は 14
週間であった。図１に日程表を示す。受講者は１年Ａ，Ｂクラスともに当初は 135 名程度であった。講義は，
専任教員４名，技術系職員（TA扱い）１名，理工学部から派遣して頂いたTA８名で実施した。なお，受
講する学生が使用するＰＣは，各学生が個人所有するものを使用した。

Ⅱ．LMSについて
　薬学部で現在稼働中の LMSは，eラーニングプラットフォームMoodle である。講義で使用する配布物
の提示，電子教材の配布，課題の回収，アンケート調査（記名，匿名），小テストならびに電子ホワイトボ
ード（電子会議システムOpenMeetings２）をプラグイン）等の機能がある。利用するユーザーは事前に登
録が必要である。薬学部では入学直後に学内ネットワーク利用に関しての講習会を行うため，NU-MAIL ア
ドレスによるユーザー登録を行っている。また，課題の回収や小テスト等のユーザー個人を対象にしたコン
テンツに関してはユーザー別にデータが管理される仕組みとなっている。なお，LMSへのアクセスは学内
だけでなくインターネットを介して自宅等からも可能であるため，家庭学習の補助教材としての役目も果た
している。コンピュータリテラシーコースの画面の一例を図２に示す。

Ⅲ．課題問題
　高校で使用されている「化学Ⅰ」「化学Ⅱ」の教科書から課題を探し，下記の条件を満たす問題を作成した。
１．解を導くにあたって，教科書の充分な読解が必要であること。
２．関連事項をグループで調査する必要があること。
３．解を導く途中過程において数式や化学式を用いた説明が必要であること。
４．問題の解が物質量であり，かつ連続的な変化を示し，表計算ソフトの表とグラフで表現できること。
５．ワープロソフトの複合文書として，解および解説が２～３ページにまとまること。
　今年度実際に使用した問題を図３に示す。
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Ⅳ．講義内容について
１．ネットワーク講習会
　ネチケット（ネットワークにおける常識）についての講習，NU-Mail 登録，学内ネットワークの使用方法
および LMSのガイダンス，NU就職ナビ登録，教室に設置されたプリンタのセットアップ，講義に必要な
ソフトウェアのダウンロードおよびセットアップ等について３週に渡って行った。講習会の進行は技術系職
員が配布資料に基づき説明を行い学生が各自のＰＣを設定した。教員およびTAは学生の技能補助にあた
った。

図１．コンピュータリテラシー日程表
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２．インターネットを利用した情報収集
　薬学部の教育および研究で必要となるWeb サイトを紹介し，教員がサイトの使用方法や効果的な活用方
法について実演を交えて説明を行った。教材は独自に作成したプリント（A4判 4 頁）を用いた。講義の進
行は教員が専門分野別に交代で説明を行い，技術系職員およびTAは学生の技能補助にあたった。

３．ワープロソフトの概要
　PBL の題材に関係深い内容の文書をMicrosoft WORDで作成した。文書の書式設定（余白，フォント）
の説明を行った後，学生が各自タイピングを行い，ある程度入力ができた段階で文字の書式設定や数式の入
力法について講義した。教材は独自に作成したプリント（A4判 5頁）および LMSに準備した電子教材（画
像）を用いた。講義の進行は教員が教材プリントを使って説明を行い学生が文書を作成した。技術系職員お
よびTAは学生の技能補助にあたった。

 

図２．ＬＭＳのコース画面
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４．表計算ソフトの概要
　まず，例示された課題について，Microsoft EXCEL を使って表計算の基本である合計，平均値および標
準偏差等の計算操作を学生自身で行い表とグラフを完成させた。次に，ワープロソフトの概要で作成させた
文書に関連した表およびグラフを作成した。ここで作成した表およびグラフを文書に貼りこみ複合文書とし
て完成させた。講義時間内に完成しない場合は宿題とし，次の講義日までに LMSにファイルとして提出さ
せた。また，次の講義（５．与えられた課題についての解答を導く）の冒頭に提出させた文書と同じものを
教室に設置されているプリンタで印刷させた。教材は独自に作成したプリント（A4判 6 頁）を用いた。講
義の進行は教員が教材プリントを使って説明を行い学生が表およびグラフを作成した。技術系職員および

図３．ＰＢＬの課題

日本大学FD研究　第2号　49－57　2014

─ 53 ─



TAは学生の技能補助にあたった。

５．与えられた課題についての解答を導く
　まず，PBL を展開するためクラスを１６班に分けた。一週目は，それぞれの班に進行役と書記を決めさ
せた。次に各班で議論し，Ⅲ（図３）で示した課題のうち解答する１題を決定させた。解答する課題が決ま
り次第，進行役を中心に解答作成に必要な情報を書籍やインターネット等から収集させた。二週目は，各学
生が持ち寄った情報を議論して吟味し，作成する解答および解説の概要を決めさせた。次に，EXCEL を使
って，文書作成に必要となるデータを表およびグラフにさせた。時間が余れば，WORDを使って，解答お
よび解説文書の作成も開始させた。三週目は，ここまでの議論をまとめ提出用のレポート文書を完成させた。
講義時間内に完成しない場合は宿題とし，次の講義日までに LMSにファイルとして提出させた。また，次
の講義（６．プレゼンテーションソフトの概要）冒頭に提出させた文書と同じものを教室に設置されている
プリンタで印刷させた。教材として各週に議論した内容を記録するためのメモ用紙を配布した。なお，各班
の自主性を尊重するため，教員およびTAは PBLの進行を補助するアドバイザー的な役割を果たした。

６．プレゼンテーションソフトの概要
　ワープロソフトの概要で作成した文書を基にMicrosoft PowerPoint を使って，プレゼンテーション用の
スライドを作成させた。まず，PowerPoint の画面について説明を行った。次に，文書の内容からピックア
ップした強調したい項目をスライドタイトルとして入力させスライド数を決定させた。その後，WORD，
EXCEL で作成した文書や表およびグラフを引用・修正して各スライドのコンテンツを作成させた。教材は
独自に作成したプリント（A4 判 7 頁）を用いた。講義の進行は教員が教材プリントを使って説明を行い，
学生がスライドを作成した。技術系職員およびTAは学生の技能補助にあたった。

７．作成した複合文書から効果的な発表原稿を作成する
　各班で議論し各学生が作成した文書を再び持ちより，再度 SGDを行い各班の発表原稿を作成させた。一
週目は，まず作成したレポートの文書の内容について SGDを行い，修正すべき点は修正し，不足する内容
については追加させた。次に内容の外観がはっきりしてきた段階でスライドタイトルを決定させた。二週目
はスライドタイトルに対応したコンテンツを作成させた。完成した発表スライドは発表会前日までに各学生
単位で LMSにファイルとして提出させた。教材としてスライド枚数および発表時間の制限等の諸注意およ
びグループ発表会の概要説明を記入したスライド設計のメモ用紙を配布した。なお，各班の自主性を尊重す
るため，教員およびTAは SGDの進行を補助するアドバイザー的な役割を果たすにとどめた。

８．グループ発表会
　完成した発表スライドを使って，各班の代表者が発表を行った。発表会での各班の持ち時間は 10 分とし，
講演７分，質疑３分に設定した。なお，発表への意識を高めるため，発表者の選出は当日行った。発表会全
体の進行は教員が行い，TAは各発表者の採点および助言を担当した。発表会終了後は，採点結果が優秀な
発表者の表彰を行い，同時に LMSを使ってこの講義に対するアンケート調査を行った。

３．結　果

　コンピュータリテラシーは薬学部の履修要項では，総合教育科目Ａ系列（自然科学）に分類される。この
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演習科目は選択科目であるが，今年度の新入生 272 名に関しては担任からの指導により，途中で休学ならび
に退学をした学生を除いてほぼ全員が履修しており，講義最終日のアンケート調査についても最終的に 262
名から回答が得られた。
　アンケート調査は LMSのフィードバックの機能を使用して匿名で行った。調査内容は定型の質問が７項
目および自由記載欄となっている。各項目の質問内容と結果を図４に示す。なお，各質問の内容は薬学部で
実施している授業アンケートの内容に準じて作成している。
　このアンケートの結果から講義の進行（図４の質問 1, 2, 3）や学生の満足度（図４の質問 7）に関しては
おおむね良好な数値が得られているが，講義内容への興味の深まり（図４の質問 6）については改善の余地
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図４．講義に対するアンケートの結果
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があるようである。また，多岐選択（図４の質問 4, 5）についても施設面を含めて改善が必要な点が多数存
在するので，今後の検討課題と考えられる。自由記載欄にも 50 名余りからの回答があったが，目的意識を
持つことでＰＣおよびビジネスソフトに慣れることが出来，個人的なスキルが向上したといった回答が大半
であった。他には「これまでＰＣを扱ったことがない。」といった回答も数件あり，高校で必修科目である
はずの「情報」の授業が大学受験に直結しないこともあり，他の科目へ振替えている高校がある現実もうか
がえる。これらの回答から，この講義の本来の目的である ICTの技能を身につけさせることはおおむね達
成されたと考えられたが，今回取り入れた SGDや PBLを用いてのグループで与えられた課題について取り
組む姿勢を身につけさせることは不十分な結果に終わったようである。この点についても今後の課題として
受け止める必要がある。

４．考　察

　この形式の講義は今年度で３年目になる。学生が提出する課題レポートを採点していて気付いたのだが，
年々「学習」＝「問題と解答の暗記」と勘違いし，途中の過程で重要となる内容を盛り込まず，ひたすら解
答のみを求めている学生が増加している。また，学生が問題文の内容を完全に把握できないため，これまで
の記憶にあるような問題とすり替えてしまう傾向が強くなっている。この根底には大学の入試問題のパター
ン化とマークシートによる解答の選択制が大きく影響し，「受験勉強」＝「過去に出題された問題と解答の
暗記」３）と考える一部の高校や予備校（学習塾）の存在があり，学生によっては高校で教科書を全く使わず，
科目内容の関連性を無視した特殊なプリントで授業を受けてきたと話す者もいる。このような間違った教育
を受けて，薬学部に入学した学生は，問題の本質に迫り，関連する内容から解決方法を導く大学の講義には
到底適応できず，早期に脱落していく傾向が近年顕著である。
　また，少子化ならびに個人情報保護による個別指導が普及している影響で，他人とのコミュニケーション
が成立しない，または他人と対話することに嫌悪感をもつ学生が増加している。このままでは PBLおよび
SGDの展開が難しい状況も考えられるため対応策を早急に検討したい。
　今後の大学でＦＤ活動を展開するにあたっては，講義を行う側の教員のみで講義方法の改善を行うだけで
は問題解決にはならない。この背景を認識し，講義の受け手である学生の実態を充分観察し，必要であれば
個々の学生に対して学習態度の矯正を行うことも重要であると考える。
　そもそも，我が国の小中高で取り入れられた「ゆとり教育」とは物事の関連性を深く考え，問題の解決能
力（応用力）を育成する目的で導入されたはずである。しかしながら，科目内容が大幅に減ったことが災い
となり，受験対策と称し物事の関連性を無視してただ暗記させる教育の問題点が本研究において明示された。
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